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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成29年12月13日に公表いたしました平成30年10月期通期（平成29年11月１

日～平成30年10月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成30年10月期通期の連結業績予想の修正（平成29年11月１日～平成30年10月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 38,328 2,868 2,779 1,702 378.75 

今回発表予想（Ｂ） 38,930 2,950 2,880 2,060 458.24 

増減額（Ｂ－Ａ） 601 81 100 357 - 

増 減 率 （  ％  ） 1.6 2.9 3.6 21.0 - 

(ご参考)前期実績 
平 成 29年 10月 期 

36,428 2,769 2,638 1,550 375.60 

２．業績予想修正の理由 

 通期の連結業績予想につきまして、主力の不動産賃貸管理事業では、当初計画を上回る物件管理戸数
の増加に加え、前期に引き続き高水準の入居率を維持したことにより家賃関連売上高が順調に推移いた
しました。 
 高齢者住宅事業では、当期の新規拠点展開計画の一部について、グループホーム及び介護付有料老人
ホーム事業をグループ外部からの事業譲受という形式で実施いたしました。事業譲受によることで、当
初計画していた開業準備費用が圧縮され、また、翌期以降を想定していた新規拠点展開による当社連結
決算への収益貢献が早期に実現したこともあり、当初計画を上回ることとなりました。 
 一方、費用面では『ＵｎｉＬｉｆｅ』ブランドの浸透・認知度向上を目的とした広告宣伝活動の積極
展開、情報セキュリティ強化や基幹システム刷新へ向けたシステム関連費用の増加、新旧システムの並
行稼働に伴う人件費増加等もあり、営業利益・経常利益では概ね当初計画通りに推移する見込みとなり
ました。 
親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、保有不動産の売却による固定資産売却益の計上、

平成30年７月の新株式発行及び株式の売出しに伴う主要株主に係る議決権所有割合の異動により、留保
金課税の適用対象外となり、法人税額が減少したため、当初計画を上回る見込みとなりました。 

 
※ 上記の業績予想に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、その実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。 

以 上 


